







































































	目次
	はじめに
	一　儒教的法観念に対する批判
	１ 伝統的な法観念の本質
	２ 近代法制定の挫折と文学革命
	３　「狂人日記」
	４　利用と被利用の関係

	二　国民の法意識に対する批判
	１ 伝統的法意識の形成
	２ 現代知識人の再確認
	３ 阿Qの世界
	４ 国民の抵抗

	三　法教育の欠如に対する批判
	１ 伝統的な法教育
	２ 民衆の意識に対する批判
	３ 制度上の非近代性に対する批判
	４ 伝統的文化の保守性に対する批判

	おわりに

